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高齢者の住まい事情福　祉

帯
山
４
丁
目
に
有
料
老
人
ホ
ー
ム
を

開
設

ホ
ス
ピ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス

医
療
法
人
祐
基
会
（
熊
本
市
帯
山
４
丁
目
）
の

関
連
会
社
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
㈲
（
同
市
帯

山
４
丁
目
、
田
代
京
子
社
長
）
は
２
月
１
日
、
同

地
に
有
料
老
人
ホ
ー
ム
「
ホ
ー
ム
お
び
や
ま
」
を

開
所
し
た
。

場
所
は
サ
ン
ロ
ー
ド
県
立
大
通
り
沿
い
、
帯
山

中
央
病
院
北
側
隣
接
地
。
敷
地
面
積
は
４
１
５
㎡
。

建
物
は
鉄
骨
造
り
３
階
建
て
で
、
２
、３
階
（
延

べ
床
面
積
４
２
０
．
７
９
㎡
）
に
開
設
。
居
室
は

２
階
に
９
室
、
３
階
に
11
室
の
計
20
室
を
開
設
。

入
居
費
用
は
月
額
８
万
５
千
円
と
９
万
５
千
円
。

ま
た
、
１
階
に
は
医
療
法
人
祐
基
会
が
開
設
す
る

「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
お
び
や
ま
六
花
苑
」
が
開
所
。

延
べ
床
面
積
は
２
１
６
㎡
。
計
６
室
の
居
室
を
設

け
る
。
入
居
費
用
は
月
額
10
万
５
千
円
。

▲同会の帯山中央病院との連携が図れる
「ホームおびやま」

龍
田
７
丁
目
に
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢

者
向
け
住
宅

同
地
の
田
島
さ
ん

熊
本
市
龍
田
７
丁
目
の
田
島
義
勝
さ
ん（
71
歳
）

は
、
同
地
に
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
を

開
設
し
た
。

場
所
は
県
道
熊
本
菊
陽
線
沿
い
、
龍
田
小
学

校
北
東
側
。
名
称
は
「
サ
ン
ラ
イ
ト
ヒ
ル
龍
田
」。

敷
地
面
積
９
９
２
㎡
、
木
造
２
階
建
て
、
延
べ
床

面
積
は
５
９
６
㎡
。
居
室
は
全
16
室
で
、
床
面
積

は
27
㎡
が
15
室
、
32
㎡
が
１
室
。
す
べ
て
ト
イ

レ
、
洗
面
、
収
納
、
浴
室
、

キ
ッ
チ
ン
付
き
。
全
居
室

に
緊
急
呼
び
出
し
ボ
タ
ン

を
設
置
し
て
お
り
、
日
中

は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級

資
格
者
が
常
駐
す
る
。
家

賃
、
共
益
費
、
管
理
費

を
含
め
た
月
額
費
用
は

６
万
５
８
０
０
円
。

▲

龍
田
７
丁
目
に
開

設
し
た
「
サ
ン
ラ
イ

ト
ヒ
ル
龍
田
」

新
外
２
丁
目
に
高
齢
者
専
用
賃
貸
住
宅絆

介
護
事
業
の
㈱
絆
（
合
志
市
幾
久
富
、
大
川
原

小
夜
子
社
長
）
は
２
月
10
日
、
熊
本
市
新
外
２
丁

目
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
併
設
の
高
齢
者
専

用
賃
貸
住
宅
を
開
設
し
た
。

場
所
は
県
道
熊
本
戸
島
線
沿
い
、
新
外
レ
ッ
ツ

歯
科
北
側
。
名
称
は
「
吉
祥
苑
新
外
」。
建
物
は

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２
階
建
て
で
、
延
べ
床
面
積

は
６
２
８
㎡
。
居
室
数
は
９
室
。
１
階
は
居
室
３

室
の
ほ
か
、
ス
タ
ッ
フ
ル
ー
ム
な
ど
。
２
階
は
居

室
６
室
の
ほ
か
、
応
接
室
を
配
置
す
る
。
各
居
室

に
は
介
護
ベ
ッ
ド
や
ミ
ニ
キ
ッ
チ
ン
、
介
護
浴
槽
、

緊
急
コ
ー
ル
な
ど
を
備
え
て
い
る
。
ま
た
、
24
時

間
職
員
が
駐
在
す
る
。
入
居
費
用
は
管
理
費
、
食

費
、
家
賃
を
含
め
月
額
12
万
円
。

▲新外2丁目に開設した「吉祥苑新外」

長
嶺
西
２
丁
目
に
有
料
老
人
ホ
ー
ム

永
誠
会

熊
本
市
出
仲
間
９
丁
目
の
医
療
法
人
社
団
永
誠

会
（
永
野
忠
理
事
長
）
は
、
熊
本
市
長
嶺
西
２
丁

中央１ 熊本市中央１地域包括支援セ
ンターうらら

碩台、城東、
白川、大江校区

中央２ 熊本市中央２地域包括支援セ
ンター本荘・春竹 本荘、春竹校区

中央３ 熊本市中央３地域包括支援セ
ンター

白山、出水、
出水南校区

中央４ 熊本市中央４地域包括支援セ
ンターやすらぎの森

託麻原、
帯山西校区

中央５ 熊本市中央５地域包括支援セ
ンター和の華 西原、帯山校区

地域包括支援センター
介護に関する情報収集は専門機関に相談するこ
とをお勧めします。例えば熊本市内には校区ご
とに２７の地域包括支援センターが存在しま
す。高齢者に限らず、誰もが心身の健康や生活
の安定のために安心して相談できる窓口です。

※地域包括支援センターごとに対象校区が決まっていま
す。対象校区を確認の上、ご相談ください。

入居までの流れ
入居者本人や家族の
気持ちの整理

どんな有料老人ホームや高齢者向
け住宅に入居したいか、そこでど
んな生活をしたいかなど大まかな
自分の希望を考えておきます。

⬇
資金計画

一時入居金や毎月支払う費用が
あるので、無理のない資金計画
を立てましょう。

⬇
情報収集

自分の希望条件や予算に合った
ところを本やインターネットな
どで探します。

⬇
資料請求

何件かの資料を請求します。手元に
届いた資料はしっかり比較・検討し、
見学する施設を絞りましょう。

⬇

見学・体験入居
実際の生活や雰囲気を体験して
みましょう。疑問や不明な点は
納得がいくまでスタッフに質問
しましょう。

⬇
入居手続き

納得のいく施設が見つかったら、
入居の申込みをします。入居の
契約をするためには、身元引受
人や身元保証人が必要です。申
込みをすると契約書や必要書類
などが送られてきます。

⬇
契約

契約の前には、必ず費用やサー
ビス内容を確認します。契約書
はしっかり読み、納得した上で
はんこを押します。

⬇
入居

サービス付き高齢者向け住宅　　　　　 
「サービス付き高齢者向け住宅」とは、
高齢者単身・夫婦世帯が安心して居住できる賃貸等の住まいのことです。
これまでの高齢者円滑入居賃貸住宅と高齢者専用賃貸住宅、高齢者向け優良
賃貸住宅を廃止し、都道府県知事の登録制度を創設するものです。

「サービス付き高齢者向け住宅」の登録基準　　　　   
規模・設備
・各専用部分の床面積は原則２５㎡以上
・各専用部分に、台所、便所、収納設備、洗面設備、浴室を備えたもの
・バリアフリー構造

サービス
・安否確認と生活相談サービスは必須のサービス
・ケアの専門家（社会福祉法人などの職員、医師、看護師、社会福祉士など）
が少なくとも日中建物に常駐

・必須サービスのほかにも、介護・医療・生活支援サービスが提供・併設
されている場合がある

契　約
・高齢者の居住の安定が図られた契約であること
・前払家賃などの返還ルールおよび安全措置が講じられていること

指導監督
・住宅管理やサービスに関する行政の指導監督があること（報告徴収・立
入検査・指示など）

―情報収集―
登録主体となる都道府県・政令市・中核市の担当窓口において登録簿を閲覧
することができます。熊本市では、財団法人熊本県建築住宅センター（熊本
市神水）がサービス付き高齢者向け住宅の閲覧窓口になっています。

目
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し

た
有
料
老
人
ホ
ー
ム
を
開
設
し
た
。

場
所
は
シ
ュ
ロ
ア
モ
ー
ル
長
嶺
東
側
の

住
宅
地
内
。敷
地
面
積
は
１
０
２
４
㎡
で
、

鉄
骨
２
階
建
て
、
建
築
面
積
４
２
３
㎡
、

延
べ
床
面
積
７
２
０
㎡
。
名
称
は
住
宅
型

有
料
老
人
ホ
ー
ム
が
「
ケ
ア
ホ
ー
ム
花
梨

（
か
り
ん
）」、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

が「
た
ん
ぽ
ぽ
」。
定
員
は
有
料
老
人
ホ
ー

ム
が
28
人
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が

30
人
。
有
料
老
人
ホ
ー
ム
は
１
人
部
屋
が

20
室
、
２
人
部
屋
が
４
室
で
、
月
額
費
用

は
家
賃
、
食
費
、
運
営
費
込
み
の
８
万
円

と
介
護
料
金
１
割
分
。

▲長嶺西 2丁目に開設した「ケアホーム花梨」
はデイサービスセンターを併設している

「
親
の
心
は
ど
こ
な
ん
だ
ろ
う
？
」

　
「
も
う
辞
め
た
い
」
習
い
事
を
し
て
い
た

子
ど
も
が
、
貴
方
に
そ
う
言
っ
て
き
た
ら
、

ど
ん
な
言
葉
を
か
け
て
あ
げ
ま
す
か
？

こ
れ
は
、
先
日
講
演
会
の
後
、
小
学
生
の

娘
さ
ん
を
持
つ
お
父
さ
ん
か
ら
相
談
頂
い

た
お
話
で
す
。

　

娘
さ
ん
は
習
字
と
英
語
の
習
い
事
を
し

て
い
ま
す
。
彼
女
は
そ
の
二
つ
が
大
好
き
で
、

一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

最
近
、
そ
れ
に
加
え
て
そ
ろ
ば
ん
教
室
に

行
か
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
こ
ろ
、
行
く

時
間
に
な
る
と
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
た
り
、

頭
が
痛
い
と
言
い
出
し
た
り
、
今
ま
で
の

習
い
事
と
は
明
ら
か
に
違
っ
た
様
子
な
の

で
す
。

　

そ
し
て
、
娘
さ
ん
は
、
と
う
と
う
「
も

う
辞
め
た
い
」
と
言
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

も
そ
も
そ
ろ
ば
ん
教
室
に
行
く
よ
う
に
勧

め
た
の
は
、
こ
の
相
談
者
の
方
で
す
。
自

分
が
数
学
が
苦
手
で
、
そ
れ
が
強
い
コ
ン

プ
レ
ッ
ク
ス
に
な
っ
て
い
た
経
験
も
あ
り
、

娘
に
同
じ
よ
う
な
思
い
を
し
て
欲
し
く
な

い
か
ら
、
と
い
う
こ
と
で
、
そ
ろ
ば
ん
教

室
を
勧
め
た
ん
だ
そ
う
で
す
。

　

お
父
さ
ん
は
、
そ
ん
な
娘
さ
ん
の
言
葉

を
聞
い
て
「
そ
ん
な
に
辞
め
た
い
な
ら
、

習
字
も
英
語
も
辞
め
て
し
ま
い
な
さ
い
」

と
言
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

実
は
、
そ
の
言
葉
の
裏
に
は
、
お
父
さ

ん
の
「
好
き
な
事
は
続
け
て
、
嫌
い
な
こ

と
は
し
な
い
。
辞
め
た
い
と
い
う
事
を
簡

単
に
許
し
て
し
ま
え
ば
、
こ
れ
か
ら
も
っ

と
大
変
な
事
態
に
ぶ
つ
か
っ
た
時
、
す
ぐ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座 

シ
リ
ー
ズ 

　

人
は
、ひ
と
り
で
は
生
き
て
行
け
ま
せ
ん
。さ
ま
ざ
ま
な
形
で
支
え
あ
っ
て
生
き
て
い
ま
す
。 

そ

れ
ぞ
れ
が
持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
見
つ
け
、見
守
り
、引
き
出
す
。コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、人
と
人

を
つ
な
ぐ
原
点
と
も
い
え
ま
す
。家
庭
、職
場
、近
所
付
き
合
い
、友
人
と
の
付
き
合
い
、そ
の
全
て

が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、人
生
を
楽
し
む
こ
と
、エ
ネ
ル
ギ
ー
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。こ
こ
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。 

諦
め
て
し
ま
う
癖
が
つ
い
て
し
ま
う
か
も
し

れ
な
い
」
と
い
う
娘
を
想
う
気
持
ち
が
あ
っ

た
の
で
す
。
お
父
さ
ん
は
、
自
分
が
子
ど
も

に
し
た
事
は
、
こ
れ
で
よ
か
っ
た
の
だ
ろ
う

か
？
と
不
安
に
な
り
、
相
談
し
て
き
て
下
さ

い
ま
し
た
。

　

お
父
さ
ん
の
今
の
気
持
ち
を
聞
い
た
り
、

例
え
話
を
し
た
り
し
て
い
る
う
ち
に
、
そ
の

お
父
さ
ん
が
、「
子
ど
も
に
ち
ゃ
ん
と
謝
り
、

話
し
ま
す
」
と
言
わ
れ
、
そ
れ
を
実
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

辞
め
た
い
と
思
っ
た
事
を
責
め
る
の
で
は

な
く
、「
一
生
懸
命
に
習
字
を
頑
張
る
○
○

ち
ゃ
ん
が
、
お
父
さ
ん
の
誇
り
だ
よ
」「
辞

め
て
し
ま
え
っ
て
言
っ
て
し
ま
っ
て
ご
め
ん
ね
。

お
父
さ
ん
は
、○
○
ち
ゃ
ん
が
、
す
ぐ
諦
め

て
し
ま
う
子
に
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
思

っ
て
、
心
配
し
て
言
っ
て
し
ま
っ
た
言
葉
だ
っ

た
ん
だ
」
と
、自
分
の
気
持
ち
を
素
直
に
伝
え
、

子
ど
も
さ
ん
の
「
辞
め
た
い
」
と
い
う
想
い

を
き
ち
ん
と
受
け
止
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

笑
顔
の
明
る
い
娘
さ
ん
に
戻
っ
た
と
、
報

告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ど
ん
な
状
況
で
あ
れ
、
大
切
な
我
が
子
。

　

子
ど
も
を
想
っ
て
口
に
し
た
言
葉
が
、
間

違
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
伝
わ
り
、
子
ど

も
に
誤
解
を
与
え
て
し
ま
う
事
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
親
と
子
と
し
て
で
は
な
く
、

一
人
一
人
、
違
う
人
間
と
し
て
、
腹
を
割
っ

て
思
い
を
伝
え
あ
う
事
。
こ
れ
っ
て
、
と
て

も
大
切
な
事
で
す
。

魅
力
あ
る
人
間
力
ア
ッ
プ
に
向
け
て　
（
第
７
回
）

コミュニケーション 
アドバイザー 

0 9 6 - 3 4 2 - 9 7 3 3  

（
筆
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
）　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
。大
学
卒
業
後
、ニ
チ
イ

学
館
、近
代
経
営
研
究
所
な
ど
の
勤
務
を
経

て
、平
成
10
年
10
月
人
財
育
成
サ
ポ
ー
ト
を

設
立
。22
年
２
月
に
法
人
化
。子
育
て
・
親
子

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
勉
強
会
・
講
座

を
随
時
開
講
。熊
本
県
民
カ
レ
ッ
ジ
主
催
講

座
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
子
育
て
応
援
講
座
な

ど
の
講
師
も
勤
め
て
い
る
。県
内
各
地
で
の

講
演
も
多
数
。美
里
町
教
育
委
員
。子
ど
も

は
３
人
。著
書
と
し
て
、「
愛
の
小
箱
」（
夫
の

闘
病
と
家
族
模
様
）が
あ
る
。 


